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東
　

美

緒

謝
霊
運
「
山
居
賦
」
と
そ
の
自
注

東
晋
末
期
か
ら
南
朝
宋
の
初
期
を
生
き
た
謝
霊
運
（
三
八
五
～
四
三
三
）
は
、
い
わ
ゆ
る
山
水
詩
を
数
多
く
残
し
、
当
時
の
人
々
に

も
て
は
や
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
彼
の
作
品
に
「
山
居
賦
」
が
あ
る
。
彼
の
出
生
地
で
も
あ
る
会
稽
郡
始
寧
県
（
今
の
浙
江
省
嵊
州
市
）

の
住
ま
い
を
中
心
に
、
そ
の
周
辺
の
山
川
や
自
ら
が
経
営
す
る
荘
園
・
精
舎
な
ど
を
描
写
し
た
辞
賦
作
品
で
あ
る
。
当
時
の
貴
族
が
経

営
し
て
き
た
荘
園
の
様
相
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
も
、
貴
重
な
資
料
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

「
山
居
賦
」
に
関
す
る
考
察
は
、
山
水
詩
の
考
察
と
比
べ
れ
ば
、
そ
の
数
は
決
し
て
多
く
は
な
く
、
し
か
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
山
水

詩
研
究
に
関
連
づ
け
て
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
や
は
り
「
山
居
賦
」
が
山
水
文
学
の
一
形
態
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
筆
者
は
こ
う
し
た
考
察
か
ら
一
旦
離
れ
、「
山
居
賦
」
に
対
し
謝
霊
運
自
ら
が
付
し
た
と
さ
れ
る
自
注
に
着

目
し
、
そ
れ
ら
が
も
つ
特
徴
を
分
析
す
る
と
共
に
、
そ
の
目
的
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
た
い）

1
（

。

一　
﹁
山
居
賦
﹂
自
注
の
特
徴

「
山
居
賦
」
の
内
容
は
、
序
を
別
と
す
る
と
、
四
十
七
の
段
落
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
一
々
に
自
注
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
句

数
・
字
数
は
、
残
念
な
が
ら
闕
字
も
少
な
く
な
い
た
め
正
確
に
は
把
握
で
き
な
い
が
、
正
文
に
お
い
て
は
七
百
句
以
上
に
及
び
、
字
数

に
つ
い
て
も
正
文
が
約
四
千
字
、
注
に
至
っ
て
は
約
五
千
字
と
、
実
に
膨
大
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
謝
霊
運
の
伝
を
収
め
る

正
史
『
宋
書
』
は
、
こ
の
「
山
居
賦
」
の
正
文
ば
か
り
か
、
注
も
全
文
を
収
録
し
て
お
り
、
史
書
中
に
引
用
す
る
賦
作
品
と
し
て
は
異
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例
の
処
置
が
と
ら
れ
て
い
る）

2
（

。

文
学
作
品
に
お
け
る
自
注
に
つ
い
て
、
赤
井
益
久
氏
が
唐
代
に
至
る
ま
で
の
状
況
を
ま
と
め
た
際
、
漢
魏
六
朝
時
代
の
状
況
に
も
触

れ
て
お
り
、「
王
逸
が
『
楚
辞
』
施
注
の
際
に
自
作
「
九
思
」
に
注
し
た
例
や
謝
霊
運
が
「
山
居
賦
」
に
自
注
し
た
例
な
ど
が
先
蹤
と
し

て
み
と
め
ら
れ
る
も
の
の
、
自
注
の
例
は
き
わ
め
て
少
な
い
」
と
し
て
い
る）

3
（

。
赤
井
論
文
は
中
唐
の
元
稹
の
自
注
に
つ
い
て
考
察
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
唐
代
に
至
っ
て
も
な
お
自
注
の
稀
有
な
こ
と
を
指
摘
す
る
。
賦
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
限
ら
ず
、
中
国
の
古
典
文
学
全

体
を
通
し
て
、「
山
居
賦
」
の
自
注
は
特
異
な
存
在
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
、
筆
者
は
「
山
居
賦
」
の
自
注
と
他
作
品
の
注
と
で
相
違
点
は
な
い
か
、
そ
れ
は
「
山
居
賦
」
に
お
い
て
い
か
な
る
役
割

を
も
つ
も
の
な
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
考
察
に
あ
た
っ
て
は
、
注
の
も
つ
特
徴
ご
と
に
独
自
に
グ
ル
ー
プ
分
け
を
行
い
、

以
下
の
七
つ
に
分
け
た
。

 

（
Ａ
）
単
語
や
句
ご
と
の
解
釈
。

 

（
Ｂ
）
そ
の
章
全
体
、
あ
る
い
は
複
数
の
句
の
要
約
。

 

（
Ｃ
）
音
注
の
列
挙
。

 

（
Ｄ
）
文
献
の
引
用
、
及
び
そ
れ
に
よ
る
傍
証
。

 

（
Ｅ
）
自
身
や
祖
父
謝
玄
に
つ
い
て
の
説
明
。

 

（
Ｆ
）
付
近
に
住
む
、
あ
る
い
は
住
ん
で
い
た
人
物
の
紹
介
。

 

（
Ｇ
）
自
身
の
体
験
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
記
述
。

以
下
、
本
稿
で
は
「
山
居
賦
」
注
に
お
い
て
特
に
独
自
性
が
際
立
つ
Ｅ
・
Ｆ
・
Ｇ
の
諸
例
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
い
。

︵
Ｅ
︶
自
身
や
祖
父
謝
玄
に
つ
い
て
の
説
明

︿
第
四
章
﹀

覽
明
達
之
撫
運
、
乘
機
緘
而
理
默
。　
　

明
達
の
撫ぶ

運う
ん

を
覧
、
機き

緘か
ん

に
乗
じ
て
理り

黙も
く

す
。

指
歲
暮
而
歸
休
、
詠
宏
徽
於
刊
勒
。　
　

歳
暮
を
指
し
て
帰き

休き
う

し
、
宏く
わ
う徽き

を
刊か
ん

勒ろ
く

に
詠
む
。
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狹
三
閭
之
喪
江
、
矜
望
諸
之
去
國
。　
　

三さ
ん

閭り
よ

の
江
に
喪
は
る
る
を
狭
し
と
し
、
望
諸
の
国
を
去
る
を
矜ほ
こ

る
。

選
自
然
之
神
麗
、
盡
高
棲
之
意
得
。　
　

自
然
の
神
麗
な
る
を
選
び
、
高
棲
の
意
得
を
尽
く
す
。

︹
自
注
︺
余
祖
車
騎
建
大
功
淮
肥
、
江
左
得
免
橫
流
之
禍
。
後
及
太
傅
既
薨
、
遠
圖
已
輟
。
於
是
便
求
解
駕
東
歸
、
以
避
君
側
之

亂
。
廢
興
隱
顯
、
當
是
賢
達
之
心
。
故
選
神
麗
之
所
、
以
申
高
棲
之
意
。
經
始
山
川
、
實
基
於
此
。

余
が
祖
車
騎
（
謝
玄
）
大
功
を
淮
・
肥
に
建
て
、
江
左  

横
流
の
禍
を
免
る
る
を
得
。
後  

太
傅
既
に
薨み
ま
かる
に
及
び
、
遠
図  

已
に
輟や

む
。
是
に
於
い
て
便
ち
駕
を
解
き
て
東
帰
せ
ん
こ
と
を
求
め
、
以
て
君
側
の
乱
を
避
く
。
廃
興
隠
顕
、
当
に
是
れ
賢
達
の
心
な
る

べ
し
。
故
に
神
麗
の
所
を
選
び
、
以
て
高
棲
の
意
を
申
ぶ
。
山
川
を
経
始
す
、
実
に
此
に
基
づ
く
。

︿
第
二
十
七
章
﹀

緡
綸
不
投
、
置
羅
不
披
。　
　
　
　
　
　

緡び
ん

綸り
ん  

投
げ
ず
、
置
羅  

披
か
ず
。

磻
弋
靡
用
、
蹄
筌
誰
施
。　
　
　
　
　
　

磻は
ん

弋よ
く  

用
う
る
靡な

く
、
蹄て
い

筌せ
ん  

誰
か
施
さ
ん
。

鑑
虎
狼
之
有
仁
、
傷
遂
欲
之
無
崖
。　
　

虎
狼
の
仁
有
る
を
鑑
み
、
遂
欲
の
崖か
ぎ
り無
き
を
傷
む
。

顧
弱
齡
而
涉
道
、
悟
好
生
之
咸
宜
。　
　

弱
齢
を
顧
み
て
道
を
渉わ
た

り
、
好
生
の
咸み
な

宜
し
き
を
悟
る
。

率
所
由
以
及
物
、
諒
不
遠
之
在
斯
。　
　

由
る
所
を
率
ゐ
て
以
て
物
に
及
び
、
遠
か
ら
ざ
る
の
斯こ
こ

に
在
る
を
諒し

る
。

撫
鷗

而
悅
豫
、
杜
機
心
於
林
池
。　
　

鷗お
う
い
う

を
撫
し
て
悦
豫
し
、
機
心
を
林
池
に
杜と

ざ
す
。

︹
自
注
︺
八
種
皆
是
魚
獵
之
具
。
自
少
不
殺
、
至
乎
白
首
、
故
在
山
中
、
而
此
歡
永
廢
。
︙
自
弱
齡
奉
法
、
故
得
免
殺
生
之
事
。
苟

此
悟
萬
物
好
生
之
理
。

八
種
皆
な
是
れ
魚
猟
の
具
な
り
。
少
き
よ
り
殺
さ
ず
、
白
首
に
至
る
、
故
に
山
中
に
在
り
て
、
而
も
此
の
歓
び
永
へ
に
廃
す
。
︙

弱
齢
よ
り
法
を
奉
ず
、
故
に
殺
生
の
事
を
免
る
る
を
得
。
苟ま
こ
とに
此
れ
万
物
好
生
の
理
を
悟
る
。

 

第
四
章
で
は
祖
父
で
あ
り
東
晋
を
北
方
の
脅
威
か
ら
救
っ
た
車
騎
将
軍
謝
玄
の
隠
居
に
つ
い
て
、
第
二
十
七
章
で
は
幼
少
よ
り
無
用

な
殺
生
を
行
わ
な
か
っ
た
と
い
う
自
身
に
つ
い
て
述
べ
る
。
父
祖
の
功
業
を
顕
彰
す
る
こ
と
は
、
古
来
よ
り
中
国
の
伝
統
思
想
だ
と
思
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わ
れ
る
が
、
謝
霊
運
の
場
合
、
特
に
謝
玄
へ
の
敬
慕
は
強
い）

4
（

。『
文
選
』
巻
十
九
に
収
め
ら
れ
る
「
述
祖
徳
詩
二
首
」
に
お
い
て
も
、
祖

父
の
業
績
を
盛
ん
に
褒
め
称
え
て
い
る
。
今
そ
の
序
を
見
る
と
、

太
元
中
、
王
父
龕
定
淮
南
、
負
荷
世
業
、
尊
主
隆
人
。
逮
賢
相
徂
謝
、
君
子
道
消
、
拂
衣
蕃
岳
、
考
卜
東
山
。
事
同
樂
生
之
時
、

志
期
范
蠡
之
舉
。

太
元
中
、
王
父
（
謝
玄
）
淮
南
を
龕か
ん

定て
い

し
、
世
業
を
負
荷
し
て
、
主
を
尊
び
人
を
隆と
う
とぶ
。
賢
相  

徂ゆ

き
謝さ

り
、
君
子
の
道
消
ゆ
る
に

逮
び
、
衣
を
蕃
岳
よ
り
払
い
、
東
山
に
考
卜
す
。
事
は
楽
生
（
楽
毅
）
の
時
を
同
じ
う
し
、
志
は
范
蠡
の
挙
を
期
す
。

霊
運
が
謝
玄
を
特
に
尊
敬
す
る
点
は
、
国
難
を
救
う
と
い
う
大
功
を
挙
げ
な
が
ら
、
時
機
を
見
計
ら
っ
て
会
稽
へ
引
き
払
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
、
出
処
進
退
の
潔
さ
に
あ
る
。「
山
居
賦
」
と
「
述
祖
徳
詩
二
首
」
二
作
品
に
お
い
て
こ
の
こ
と
を
述
べ
る
の
は
、
尊
敬
の
強

さ
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。「
山
居
賦
」
に
お
い
て
は
、
そ
れ
を
更
に
自
ら
の
隠
棲
へ
の
憧
れ
に
繋
げ
て
い
る
。

霊
運
は
元
々
「
専
ら
自
分
を
語
る
詩
人
」
で
あ
る
と
小
尾
郊
一
氏
は
指
摘
し
て
い
る
が）

5
（

、
こ
の
「
山
居
賦
」
に
お
い
て
も
、
仏
教
の

教
え
に
基
づ
き
、
他
の
都
城
賦
の
ほ
と
ん
ど
に
描
写
が
挿
入
さ
れ
る
狩
猟
を
行
わ
な
い
こ
と
を
表
明
し
た
第
二
十
七
章
の
注
の
よ
う
に
、

自
ら
の
生
き
方
・
考
え
方
を
述
べ
る
箇
所
が
随
処
に
見
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
自
身
に
つ
い
て
の
記
述
こ
そ
は
、
自
注
を
考
え
る
上
で

無
視
で
き
な
い
。
そ
れ
は
当
然
な
が
ら
謝
霊
運
自
身
し
か
知
り
得
ず
当
人
で
し
か
書
け
な
い
情
報
だ
か
ら
で
あ
る
。
後
世
、
北
斉
の
顔

之
推
「
観
我
生
賦
」
の
自
注
も
、
同
じ
く
当
事
者
に
よ
っ
て
し
か
説
明
し
得
な
い
こ
と
を
誌
し
た
例
で
あ
る
。

「
観
我
生
賦
」
は
、
顔
之
推
が
、
梁
か
ら
侯
景
の
乱
を
経
て
北
斉
へ
移
っ
た
も
の
の
、
そ
の
北
斉
が
更
に
隣
の
北
周
に
滅
ぼ
さ
れ
た
と

い
う
中
を
生
き
て
き
た
、
激
動
の
生
涯
を
自
ら
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
注
は
、
賦
中
の
人
物
や
当
時
の
出
来
事
に
つ
い
て

克
明
に
記
し
て
い
る
。
そ
の
一
部
を
挙
げ
る
と）

6
（

、

逮
微
躬
之
九
葉
、
頹
世
濟
之
聲
芳
。　
　

微び

躬き
う

の
九
葉
に
逮
び
、
世
済
の
声
芳
を
頹く
づ

す
。

問
我
良
之
安
在
、
鍾
厭
惡
於
有
梁
、 　
　

我
が
良
の
安
く
に
か
在
る
を
問
い
、
厭
悪
を
有
梁
に
鍾あ
つ

め
、

養
傅
翼
之
飛
獸
、
子
貪
心
之
野
狼
。　
　

傅
翼
の
飛
獣
を
養
ひ
、
貪
心
の
野
狼
を
子
と
す
。

（
顔
注
）
梁
武
帝
納
亡
人
侯
景
、
授
其
命
、
遂
爲
反
叛
之
基
。
武
帝
初
養
臨
川
王
子
正
德
爲
嗣
、
生
昭
明
後
、
正
德
還
本
、
特
封
臨

賀
王
、
猶
懷
怨
恨
。
經
叛
入
北
而
還
、
積
財
養
士
、
毎
有
異
志
也
。
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梁
武
帝  

亡
人
侯
景
を
納
れ
、
其
の
命
を
授
け
、
遂
に
反
叛
の
基
を
為
す
。
武
帝
初
め
臨
川
王
子
正
徳
を
養
ひ
て
嗣
と
為
す
も
、
昭

明
を
生
む
の
後
、
正
徳
本
に
還
り
、
特
だ
臨
賀
王
に
封
ぜ
ら
る
の
み
に
し
て
、
猶
ほ
怨
恨
を
懐
く
。
叛
を
経
め
北
に
入
り
て
還
り
、

財
を
積
み
て
士
を
養
ひ
、
毎つ
ね

に
異
志
有
る
な
り
。

こ
の
注
で
は
、
梁
が
壊
滅
的
な
打
撃
を
被
る
ほ
ど
の
反
乱
を
起
こ
し
た
侯
景
と
、
彼
と
手
を
組
ん
で
帝
位
を
狙
っ
た
王
族
蕭
正
徳
が
、

二
心
を
抱
い
た
き
っ
か
け
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。「
観
我
生
賦
」
注
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
書
物
か
ら
の
引
用
が
全
く
見
ら
れ
な
い

こ
と
で
あ
る
。
早
い
段
階
で
成
立
し
て
い
た
歴
史
資
料
を
参
照
し
た
可
能
性
も
大
い
に
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
書
名
を
挙
げ
る
こ
と
は

し
て
お
ら
ず
、
注
は
顔
之
推
自
身
の
記
憶
と
体
験
を
中
心
に
構
成
さ
れ
、
従
来
の
注
の
よ
う
に
訓
詁
や
出
典
と
な
る
文
献
の
引
用
で
は

な
く
、
賦
に
よ
っ
て
綴
っ
た
自
身
の
人
生
に
つ
い
て
の
、
よ
り
詳
細
な
補
足
説
明
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
亡
び
去
っ
た

梁
と
北
斉
の
歴
史
記
録
で
も
あ
り
、
顔
之
推
と
同
じ
よ
う
に
北
朝
に
移
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
南
朝
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
心
を

打
つ
も
の
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

元
南
朝
の
知
識
人
で
あ
る
顔
之
推
は
、
謝
霊
運
の
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、「
山
居
賦
」
に
つ
い
て
も
知
悉
し
て
い
た
こ
と
だ
ろ

う
。「
山
居
賦
」
と
「
観
我
生
賦
」
は
、
共
に
自
ら
の
人
生
を
語
る
と
い
う
点
で
共
通
す
る
。
そ
し
て
そ
の
方
法
と
し
て
、
自
注
と
い
う

形
態
は
ま
さ
に
う
っ
て
つ
け
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

︵
Ｆ
︶
付
近
に
住
む
、
あ
る
い
は
住
ん
で
い
た
人
物
の
紹
介

︿
第
十
章
﹀

近
北
則
二
巫
結
湖
、
兩

通
沼
。　
　
　

近
北
に
は
則
ち
二
巫  

湖
を
結
び
、
兩

  

沼
を
通
ず
。

︹
自
注
︺
義
熙
中
、
王
穆
之
居
大
巫
湖
。
經
始
處
所
猶
在
。

義
熙
中
、
王
穆
之  

大
巫
湖
に
居
す
。
経
始
す
る
処
所  

猶
ほ
在
り
。

︿
第
十
二
章
﹀

遠
南
則
松
箴
棲
雞
、
唐
嵫
漫
石
。　
　
　

遠
南
に
は
則
ち
松し
ょ
う
し
ん箴・
棲せ
い

鶏け
い

、
唐た
う

嵫じ

・
漫ま
ん

石せ
き

あ
り
。
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崪
嵊
對
嶺
、

孟
分
隔
。　
　
　
　

崪
し
ゆ
つ・
嵊じ
よ
う  

嶺み
ね

に
対む
か

ひ
、

・
孟  

分
か
れ
隔
つ
。

︹
自
注
︺
︙
「
漫
石
」
在
唐
嵫
下
、
郗
景
興
經
始
精
舍
、
亦
是
名
山
之
流
。
︙

山
甚
奇
、
謂
白
爍
尖
者
最
高
、
下
有
良
田
、
王
敬

弘
經
始
精
舍
。
曇
濟
道
人
住
孟
山
、
名
曰
「
孟
埭
」、
芋
薯
之
疁
田
。

「
漫
石
」
は
唐
嵫
の
下
に
在
り
、
郗
景
興  

精
舍
を
経
始
す
、
亦
た
是
れ
名
山
の
流
な
り
。
︙

山
は
甚
だ
奇
な
り
、
白は
く
し
や
く
せ
ん

爍
尖
と
謂

う
者
最
も
高
く
、
下
に
良
田
有
り
、
王
敬
弘  

精
舍
を
経
始
す
。
曇
済
道
人  

孟
山
に
住
み
、
名
づ
け
て
「
孟ま
う

埭た
い

」
と
曰
ふ
、
芋う

薯し
よ

の
疁り
う

田で
ん

あ
り
。

︿
第
三
十
章
﹀

苦
節
之
僧
、
明
發
懷
抱
。　
　
　
　
　
　

苦
節
の
僧
、
明
発
に
懐
抱
す
。

事
紹
人
徒
、
心
通
世
表
。　
　
　
　
　
　

事
は
人
徒
に
紹つ

ぎ
、
心
は
世
表
に
通
ず
。

︹
自
注
︺
謂
曇
隆
法
流
二
法
師
也
。
二
公
辭
恩
愛
、
棄
妻
子
、
輕
舉
入
山
、
外
緣
都
絶
、
魚
肉
不
入
口
、
糞
掃
必
在
體
、
物
見
之
絶

歎
、
而
法
師
處
之
夷
然
。

 

曇
隆
・
法
流
の
二
法
師
を
謂
ふ
な
り
。
二
公  

恩
愛
を
辞
し
、
妻
子
を
棄
て
、
軽
挙
し
て
山
に
入
り
、
外
縁
都す
べ

て
絶
ゑ
、
魚
肉
は

口
に
入
れ
ず
、
糞
掃
は
必
ず
体
に
在
り
、
物  
之
を
見
て
絶
歎
す
る
も
、
法
師  

之
に
処
る
こ
と
夷
然
た
り
。

 

こ
の
当
時
、
多
く
の
貴
族
が
会
稽
に
住
ん
で
い
た
。
そ
の
大
半
は
晋
の
南
遷
に
伴
っ
て
移
住
し
て
き
た
北
来
の
貴
族
で
あ
り
、
最
た

る
も
の
と
し
て
謝
霊
運
の
祖
先
で
あ
る
陳
郡
謝
氏
と
、
東
晋
の
中
興
に
貢
献
し
た
王
導
や
か
の
王
羲
之
な
ど
を
輩
出
し
た
琅
琊
臨り
ん

沂き

王

氏
な
ど
が
い
た
。
ま
た
『
宋
書
』
隠
逸
伝
に
名
を
残
す
隠
者
た
ち
を
見
て
み
れ
ば
、
会
稽
剡せ
ん

県
の
戴
顒ぎ
ょ
う、
阮
万
齢
、
孔
淳
之
、
始
寧
の

王
弘
之
な
ど
、
会
稽
に
住
ま
う
者
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る）

7
（

。
こ
う
し
た
人
々
の
中
で
、
自
注
で
は
始
寧
の
近
辺
に
隠
棲
し
て
い
た
人
物

に
つ
い
て
の
解
説
が
行
わ
れ
て
い
る
。

第
十
章
の
注
に
見
え
る
王
穆
之
に
つ
い
て
は
、
東
晋
の
義
煕
年
間
（
四
〇
五
～
四
一
八
）
に
生
き
て
い
た
人
と
い
う
情
報
以
外
、
不

詳
で
あ
る
。
時
に
謝
霊
運
は
二
十
一
～
三
十
四
歳
、
交
友
関
係
が
あ
っ
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
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第
十
二
章
の
注
に
見
え
る
郗
景
興
は
、
郗
超
の
こ
と
。
桓
温
の
参
軍
で
、
談
論
を
善
く
し
、
霊
運
の
祖
父
謝
玄
の
叔
父
に
し
て
、
淝

水
の
戦
い
に
て
大
功
を
上
げ
た
謝
安
と
論
じ
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
彼
の
伯
母
の
夫
が
王
羲
之
で
あ
る
な
ど
、
琅
琊
臨
沂
王
氏
と

も
縁
の
深
い
家
柄
で
あ
る
。
若
く
し
て
重
病
を
患
い
、
母
の
喪
に
服
し
た
後
は
官
職
に
就
か
ず
、
四
十
歳
で
亡
く
な
っ
た）

8
（

。
王
敬
弘
は
、

琅
琊
王
氏
の
一
族
で
あ
る
王
裕
之
の
こ
と
。
名
が
宋
武
帝
劉
裕
の
諱
に
触
れ
る
た
め
、
字
の
敬
弘
で
通
っ
て
い
る
。「
性  

恬
淡
に
し
て
、

山
水
を
楽
し
む
」
人
柄
で
あ
り
、
官
に
召
さ
れ
て
も
固
辞
し
て
就
か
な
か
っ
た）

9
（

。『
宋
書
』
隠
逸
伝
に
よ
れ
ば
、
始
寧
隠
棲
中
に
謝
霊
運

が
交
際
し
て
い
た
と
い
う
王
弘
之
や
孔
淳
之
と
も
交
友
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
な
ら
ば
謝
霊
運
と
接
す
る
機
会
も
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ

う）
10
（

。ま
た
、
会
稽
の
山
々
で
修
業
を
行
っ
た
僧
侶
に
つ
い
て
も
数
人
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
の
曇
済
と
曇
隆
の
名
を
、
梁
の
慧
皎
『
高

僧
伝
』
中
に
確
認
で
き
る）

11
（

。
特
に
曇
隆
は
、「
謝
霊
運
の
重
ん
ず
る
所
と
為
り
、
常
に
共
に
嶀と

嵊じ
よ
うに
遊
ぶ
」
間
柄
で
あ
り
、
彼
が
亡
く

な
っ
た
際
、
霊
運
は
「
曇
隆
法
師
誄
」
を
制
作
し
て
そ
の
死
を
悼
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
作
者
本
人
と
時
代
を
同
じ
く
す
る
人
物
、
特
に
王
裕
之
や
曇
隆
な
ど
、「
山
居
賦
」
成
立
の
時
点
で
存
命
中
の
人
物
を

も
取
り
上
げ
る
こ
と
は
、
興
味
深
い
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
注
は
、
少
な
く
と
も
本
文
の
内
容
を
理
解
す
る
上
で
は
必
要
な

い
も
の
で
あ
る
が
、
謝
霊
運
に
と
っ
て
は
書
か
ね
ば
な
ら
な
い
自
注
の
一
要
素
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。「
山
居
賦
」
よ
り
以
前
の
作
品
で

あ
る
「
両
都
賦
」・「
二
京
賦
」・「
三
都
賦
」
な
ど
は
い
ず
れ
も
成
立
よ
り
も
過
去
の
時
代
を
中
心
と
し
て
、
歴
史
故
事
・
人
物
の
注
を

付
し
て
い
る
が
、
作
者
と
時
代
を
同
じ
く
す
る
人
物
を
注
に
登
場
さ
せ
た
例
は
、
謝
霊
運
以
前
の
時
代
に
お
い
て
は
管
見
の
限
り
見
ら

れ
な
い
。
こ
れ
も
ま
た
「
山
居
賦
」
注
の
独
自
な
点
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

︵
Ｇ
︶
自
身
の
体
験
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
記
述

︿
第
十
二
章
﹀

入
極
浦
而
邅
回
、
迷
不
知
其
所
適
。　
　

極
浦
に
入
り
て
邅て
ん
く
わ
い回し
、
迷
ひ
て
其
の
適
す
る
所
を
知
ら
ず
。

上
嶔
崎
而
蒙
籠
、
下
深
沈
而
澆
激
。　
　

上
は
嶔き
ん

崎き

と
し
て
蒙
籠
た
り
、
下
は
深
沈
と
し
て
澆げ
う

激げ
き

た
り
。

︹
自
注
︺
淸
溪
秀
竹
、
廻
開
巨
石
、
有
趣
之
極
。
此
中
多
諸
浦
澗
、
傍
依
茂
林
、
迷
不
知
所
通
。「
嶔
崎
」「
深
沈
」、
處
處
皆
然
、
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不
但
一
處
。

清
溪
・
秀
竹
、
巨
石
を
廻
り
開
き
、
有
趣
の
極
ま
る
有
り
。
此
の
中  

諸
も
ろ
も
ろの
浦
澗
多
く
、
傍
ら
は
茂
林
に
依
り
、
迷
ひ
て
通
ず
る
所

を
知
ら
ず
。「
嶔
崎
」「
深
沈
」
は
、
処
処
皆
な
然
り
、
但
だ
に
一
処
の
み
な
ら
ず
。

︿
第
二
十
九
章
﹀

爰
初
經
略
、
杖
策
孤
征
。　
　
　
　
　
　

爰こ
こ

に
初
め
て
経
略
し
、
策
を
杖
つ
き
て
孤ひ
と

り
征
く
。

入
澗
水
涉
、
登
嶺
山
行
。　
　
　
　
　
　

澗
水
に
入
り
て
渉
り
、
嶺
山
に
登
り
て
行
く
。

陵
頂
不
息
、
窮
泉
不
停
。　
　
　
　
　
　

頂
を
陵し
の

ぎ
て
息
ま
ず
、
泉
を
窮
め
て
停
ま
ず
。

櫛
風
沐
雨
、
犯
露
乘
星
。　
　
　
　
　
　

風
に
櫛
く
し
け
づり
雨
に
沐
し
、
露
を
犯
し
星
に
乗
る
。

︹
自
注
︺
云
初
經
略
、
躬
自
履
行
、
備
諸
苦
辛
也
。

初
め
て
経
略
す
る
に
、
躬み
ず
か自
ら
履
行
し
、
諸
も
ろ
も
ろの
苦
辛
を
備
ふ
る
を
云
ふ
な
り
。

︿
第
三
十
三
章
﹀

若
迺
南
北
兩
居
、
水
通
陸
阻
。　
　
　
　

若す
な
は迺
ち
南
北
の
両
居
、
水
通
じ
て
陸
阻
む
。

觀
風
瞻
雲
、
方
知
厥
所
。　
　
　
　
　
　

風
を
観  
雲
を
瞻み

て
、
方
に
厥
の
所
を
知
る
。

︹
自
注
︺「
兩
居
」
謂
南
北
兩
處
、
各
有
居
止
。
峯
崿
阻
絶
、
水
道
通
耳
。「
觀
風
瞻
雲
」、
然
後
方
知
其
處
所
。

「
両
居
」
は
南
北
両
処
を
謂
ふ
、
各お
の
おの
居
止
有
り
。
峯
崿  
阻
絶
し
、
水
道  

通
ず
る
の
み
。「
風
を
観  

雲
を
瞻
」、
然
る
後
に
方
に

其
の
処
所
を
知
る
。

︿
第
三
十
四
章
﹀

南
山
則
夾
渠
二
田
、
周
嶺
三
苑
。　
　
　

南
山
は
則
ち
夾
渠
二
田
、
周
嶺
三
苑
。

　
　
　

九
泉
別
澗
、
五
谷
異
巘
。
︙　
　

九
泉  

澗た
に

を
別
に
し
、
五
谷  

巘み
ね

を
異
に
す
。
︙
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︹
自
注
︺
南
山
是
開
創
卜
居
之
處
也
。
從
江
樓
步
路
、
跨
越
山
嶺
、
綿
亘
田
野
、
或
升
或
降
、
當
三
里
許
。
塗
路
所
經
見
也
、
則
喬

木
茂
竹
、
緣
畛
彌
阜
、
橫
波
疎
石
、
側
道
飛
流
、
以
爲
寓
目
之
美
觀
。
及
至
所
居
之
處
、
自
西
山
開
道
、
迄
于
東
山
、
二
里
有
餘
。

南
悉
連
嶺
疊
鄣
、
青
翠
相
接
、
雲
煙
霄
路
、
殆
無
倪
際
。

從
逕
入
谷
、
凡
有
三
口
。
方
壁
西
南
、
石
門
世
□
南
、
□
池
東
南
、
皆
別
載
其
事
。
緣
路
初
入
、
行
於
竹
逕
、
半
路
闊
、
以
竹
渠

澗
。
既
入
東
南
傍
山
渠
、
展
轉
幽
奇
、
異
處
同
美
。
路
北
東
西
路
、
因
山
爲
鄣
。
正
北
狹
處
、
踐
湖
爲
池
。

南
山
相
對
、
皆
有
崖
巖
。
東
北
枕
壑
、
下
則
清
川
如
鏡
、
傾
柯
盤
石
、
被
隩
映
渚
。
西
巖
帶
林
、
去
潭
可
二
十
丈
許
、
葺
基
構
宇
、

在
巖
林
之
中
、
水
衞
石
階
、
開
窗
對
山
、
仰
眺
曾
峯
、
俯
鏡
濬
壑
。
去
巖
半
嶺
、
復
有
一
樓
。
迥
望
周
眺
、
既
得
遠
趣
、
還
顧
西

館
、
望
對
窗
戸
。

緣
崖
下
者
、
密
竹
蒙
逕
、
從
北
直
南
、
悉
是
竹
園
。
東
西
百
丈
、
南
北
百
五
十
五
丈
。
北
倚
近
峯
、
南
眺
遠
嶺
、
四
山
周
回
、
溪

澗
交
過
、
水
石
林
竹
之
美
、
巖
岫
隈
曲
之
好
、
備
盡
之
矣
。
刊
翦
開
築
、
此
焉
居
處
、
細
趣
密
翫
、
非
可
具
記
、
故
較
言
大
勢
耳
。

越
山
列
其
表
側
傍
緬
□
□
爲
異
觀
也
。

「
南
山
」
は
是
れ
開
創
卜
居
の
処
な
り
。
江
楼
よ
り
歩
路
、
山
嶺
を
跨
越
し
、
田
野
を
綿め
ん

亘せ
ん

し
、
或
い
は
升
り
或
い
は
降
る
こ
と
、

当
に
三
里
許
り
な
る
べ
し
。
塗
路
の
経
見
す
る
所
や
、
則
ち
喬
木
・
茂
竹
、
畛さ
か
いに
縁
り
阜
に
弥わ
た

り
、
横
波
・
疎
石
、
側
道
・
飛
流
、

以
て
寓
目
の
美
観
と
為
す
。
所
居
の
処
に
至
る
に
及
び
、
西
山
よ
り
道
を
開
き
、
東
山
に
迄
る
ま
で
、
二
里
に
余
り
有
り
。
南
は

悉
く
嶺
を
連
ね
鄣
を
畳
ね
、
青
翠  

相
い
接
し
、
雲
煙  
霄
路
、
殆
ど
倪
際
無
し
。

逕
よ
り
谷
に
入
る
に
、
凡
そ
三
口
有
り
。
方
壁
の
西
南
、
石
門
世
□
南
、
□
池
の
東
南
、
皆
別
に
其
の
事
を
載
す
。
路
に
縁
り
て

初
め
て
入
り
、
竹
逕
を
行
き
、
半
路
に
し
て
闊
け
、
竹
渠
の
澗
を
以
て
す
。
既
に
東
南
に
入
り
て
山
渠
に
傍そ

ひ
、
幽
奇
を
展
転
し
、

処
を
異
に
し
て
美
を
同
じ
う
す
。
路
の
北
の
東
西
路
は
、
山
に
因
り
て
鄣
を
為
す
。
正
北
の
狭
き
処
、
湖
を
践ふ

み
て
池
と
為
す
。

南
山
は
相
対
し
、
皆
な
崖
巌
有
り
。
東
北
は
壑た
に

を
枕
に
し
、
下
れ
ば
則
ち
清
川  

鏡
の
如
く
、
傾
柯
・
盤
石
、
隩く
ま

を
被お
ほ

ひ
渚
に
映

ず
。
西
巌  

林
を
帯
び
、
潭
を
去
る
こ
と
可
そ
二
十
丈
許
り
な
り
、
基
を
葺ふ

き
宇
を
構
へ
、
巌
林
の
中
に
在
り
、
水
衛
石
階
、
窓
を

開
き
て
山
に
対
し
、
仰
ぎ
て
曽
峯
を
眺
め
、
俯
し
て
濬
壑
を
鏡
と
す
。
巌
を
去
る
こ
と
半
嶺
に
し
て
、
復
た
一
楼
有
り
。
迥は
る

か
に

望
み
周
ね
く
眺
め
て
、
既
に
遠
趣
を
得
、
西
館
を
還
顧
し
、
窓
戸
に
望
対
す
。
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崖
に
縁
り
て
下
る
者
、
密
竹  

逕
を
蒙お
ほ

ひ
、
北
よ
り
南
に
直あ

た
る
、
悉
く
是
れ
竹
園
な
り
。
東
西
に
百
丈
、
南
北
に
百
五
十
五
丈
。

北
の
か
た
近
峯
に
倚
り
、
南
の
か
た
遠
嶺
を
眺
め
、
四
山
周
く
回
り
、
溪
澗
交
こ
も
ご
も過
ぎ
、
水
石
林
竹
の
美
、
巌が
ん

岫し
う

隈わ
い
き
よ
く曲
の
好
、
備
さ

に
之
を
尽
く
す
。
刊
翦
し
開
築
し
、
此
焉
に
居
処
す
る
に
、
細
趣  

密
翫
、
具
さ
に
記
す
べ
き
に
非
ず
、
故
に
較や

や
大
勢
を
言
ふ
の

み
。
越
山
は
其
の
表
側
に
列
に
し
傍
緬
□
□
異
観
と
為
す
。

 

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
彼
の
体
験
や
感
想
を
記
述
し
た
も
の
と
し
て
分
類
で
き
る
。
ま
ず
第
十
二
章
の
注
は
、「
迷
い
て
通
ず
る
所
を
知

ら
ず
」
と
、
彼
が
実
際
に
こ
の
周
辺
を
歩
い
た
際
に
迷
っ
た
経
験
が
あ
る
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
十
九
章
は
、
彼
が

新
た
に
家
屋
を
建
て
る
た
め
の
適
所
を
求
め
、
風
雨
に
晒
さ
れ
な
が
ら
昼
夜
を
分
か
た
ず
自
ら
山
中
を
巡
っ
た
、
そ
の
苦
労
を
述
べ
る

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

難
し
い
の
が
第
三
十
三
章
で
、「
風
を
観  

雲
を
瞻
て
、
然
る
後  

方
に
其
の
処
る
所
を
知
る
」
と
い
う
注
は
、
正
文
「
観
風
瞻
雲
、
方

知
厥
所
」
の
解
説
で
あ
る
べ
き
な
の
だ
が
、
こ
の
箇
所
に
関
し
て
は
も
は
や
文
字
だ
け
で
伝
え
る
の
が
困
難
な
、
実
際
に
そ
の
場
に
い

る
者
に
し
か
体
感
し
え
な
い
情
報
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

特
に
正
文
二
五
五
字
、
注
文
三
五
二
字
（
闕
字
含
む
）
と
、
共
に
か
な
り
多
い
字
数
を
誇
る
第
三
十
四
章
の
注
に
は
大
き
な
問
題
が

あ
る
。
他
の
章
の
注
文
は
、
そ
こ
に
見
え
る
単
語
や
句
、
あ
る
い
は
そ
の
章
全
体
に
つ
い
て
、
順
番
の
前
後
は
多
少
あ
っ
て
も
、
内
容

に
即
し
た
説
明
を
与
え
て
く
れ
て
い
た
が
、
こ
の
注
は
単
語
や
句
に
つ
い
て
の
説
明
も
、
出
典
の
引
用
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
よ
く
見
比

べ
れ
ば
正
文
に
即
し
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
見
ら
れ
る
が
、
む
し
ろ
全
く
別
個
の
文
章
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
よ
う
に
さ
え
見
え
る

の
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
ま
と
め
と
と
も
に
私
見
を
述
べ
た
い
。

二　

自
注
の
果
た
し
た
役
割

「
山
居
賦
」
自
注
に
見
ら
れ
た
特
徴
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

 • 

謝
霊
運
本
人
や
祖
父
の
謝
玄
、
ま
た
当
時
周
辺
に
住
ん
で
い
た
隠
者
や
僧
侶
に
つ
い
て
の
解
説
が
あ
る
。
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 • 

自
分
自
身
の
体
験
に
基
づ
い
た
記
述
が
あ
る
。

 • 
山
川
の
位
置
や
距
離
に
つ
い
て
の
説
明
が
極
め
て
詳
細
な
箇
所
が
あ
る
。

最
後
に
こ
れ
ら
自
注
の
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
、
些
か
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

前
節
で
挙
げ
た
第
三
十
四
章
の
注
に
つ
い
て
、
斎
藤
希
史
氏
は
、
こ
の
注
を
「
地
形
を
あ
る
歩
み

0

0

に
沿
っ
て
描
く
」
こ
と
に
主
眼
を

置
い
て
い
る
と
し
、「
一
方
が
整
っ
た
對
偶
を
、
一
方
が
移
動
す
る
視
點
を
表
現
の
基
軸
に
し
て
い
る
と
す
る
の
な
ら
、「
山
居
賦
」
の

山
水
描
寫
は
こ
の
二
つ
の
表
現
軸
が
交
差
す
る
と
こ
ろ
に
成
立
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る）

12
（

。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
整
っ
た
対
偶
を
構
成

す
る
正
文
の
視
点
は
あ
ま
り
動
い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
筆
者
は
正
文
と
注
は
ひ
と
ま
ず
並
行
し
て
世
界
を
描
い
て
い
る
と
考

え
る
。
時
に
誇
張
が
混
入
す
る
正
文
に
対
し
、
注
は
現
実
の
風
景
を
、
距
離
や
広
さ
、
方
角
な
ど
の
現
実
的
な
情
報
も
交
え
つ
つ
淡
々

と
描
い
て
い
る
。
謝
霊
運
は
、
賦
自
体
の
修
辞
の
過
多
に
対
し
、
注
に
描
く
世
界
の
持
つ
写
実
性
を
持
ち
出
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
た

の
で
あ
る
。

こ
の
他
、
第
七
章
の
、
東
側
の
住
宅
近
辺
を
描
く
場
面
の
正
文
と
注
と
を
挙
げ
る
と
、

 
 

近
東
則
上
田
下
湖
、
西
谿
南
谷
、 　
　
　
　
　

近
東
に
は
則
ち
上
田
・
下
湖
、
西
渓
・
南
谷
、

　
　
　

石
堟
石
滂
、
閔
硎
黃
竹
。　
　
　
　
　

石せ
き

堟て
ん

・
石せ
き

滂ば
う

、
閔び
ん

硎け
い

・
黄
竹
あ
り
。

　
　
　

決
飛
泉
於
百
仞
、
森
高
薄
於
千
麓
。　

飛
泉
を
百ひ
や
く
じ
ん仞に
決
し
、
高か
う

薄は
く

を
千せ
ん

麓ろ
く

に
森な
ら

ぶ
。

　
　
　

寫
長
源
於
遠
江
、
派
深
毖
於
近
瀆
。　

長
源
を
遠
江
に
写そ
そ

ぎ
、
深し
ん

毖ひ

を
近き
ん

涜と
く

に
派わ

か
つ
。

︹
自
注
︺「
上
田
」
在
下
湖
之
水
口
、
名
爲
田
口
。「
下
湖
」
在
田
之
下
、
下
處
並
有
名
山
川
。「
西
谿
」「
南
谷
」
分
流
、
谷
鄣
水
畎

入
田
口
。
西
谿
水
出
始
寧
縣
西
谷
鄣
、
是
近
山
之
最
高
峯
者
、
西
溪
便
是
□
之
背
。
入
西
谿
之
裏
、
得
「
石
堟
」、
以
石
爲
阻
、
故

謂
爲
「
堟
」。「
石
滂
」
在
西
谿
之
東
、
從
縣
南
入
九
里
、
兩
面
峻
峭
數
十
丈
、
水
自
上
飛
下
。
比
至
外
谿
、
封
墱
十
數
里
、
皆
飛

流
迅
激
、
左
右
巖
壁
綠
竹
。「
閔
硎
」、
在
石
滂
之
東
谿
、
逶
迤
下
注
良
田
。「
黄
竹
」
與
其
連
、
南
界
莆
中
也
。

「
上
田
」
は
下
湖
の
水
口
に
在
り
、
名
づ
け
て
田
口
と
為
す
。「
下
湖
」
は
田
の
下
に
在
り
、
下
る
処
並
び
に
名
山
川
有
り
。「
西

渓
」「
南
谷
」
は
流
れ
を
分
か
ち
、
谷こ
く
し
や
う鄣の
水
は
畎そ
そ

ぎ
て
田
口
に
入
る
。
西
渓
の
水
は
始
寧
縣
の
西
谷
鄣
よ
り
出
づ
、
是
れ
近
山
の
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最
も
高
き
峯
な
る
者
に
し
て
、
西
溪
は
便
ち
是
れ
□
の
背
な
り
。
西
渓
の
裏
に
入
り
、「
石
堟
」
を
得
、
石
を
以
て
阻
と
為
す
、
故

に
謂
為
ら
く
「
堟
」
と
。「
石
滂
」
は
西
渓
の
東
に
在
り
、
県
南
よ
り
九
里
に
入
り
、
両
面
は
峻
峭
な
る
こ
と
数
十
丈
、
水
は
上
よ

り
飛
下
す
。
外
渓
に
至
る
に
比お
よ

び
、
封ほ
う

墱と
う

は
十
数
里
、
皆
な
飛
流
迅
激
に
し
て
、
左
右
は
巌
壁
緑
竹
あ
り
。「
閔
硎
」
は
、
石
滂
の

東
渓
に
在
り
、
逶ゐ

迤い

と
し
て
下
り
良
田
に
注
ぐ
。「
黄
竹
」
は
其
れ
と
連
な
り
、
南
の
か
た
莆
中
を
界か
ぎ

る
な
り
。

 

注
に
は
、
単
語
に
つ
い
て
の
説
明
と
と
も
に
、
第
三
十
四
章
の
注
と
同
じ
く
、
謝
霊
運
が
そ
の
目
で
見
て
、
そ
の
足
で
歩
い
て
確
か

め
た
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
残
り
の
三
方
位
や
、
遠
方
の
東
西
南
北
に
つ
い
て
の
注
も
同
じ
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
辞
賦

に
多
い
「
○
○
則
︙
」
と
い
う
書
き
出
し
の
章
を
単
語
の
列
挙
の
み
に
終
始
せ
ず
、
読
者
が
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
や
す
く
な
る
よ
う

配
慮
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
注
が
解
説
す
る
の
は
、
ゴ
チ
ッ
ク
体
で
示
し
た
単
語
の
並
ぶ
前
半
部
分
の
み
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
謝
霊
運
に
と
っ
て
「
山
居
賦
」
注
は
、
正
文
と
セ
ッ
ト
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

「
山
居
賦
」
序
文
に
、「
覧
る
者
は
張
左
の
艶
辞
を
廃
し
、
台
皓
の
深
意
を
尋
ね
、
飾
を
去
り
素
を
取
り
、
儻あ
る

い
は
其
の
心
に
値
う
の

み
︹
覽
者
廢
張
左
之
艷
辭
、
尋
臺
皓
之
深
意
、
去
飾
取
素
、
儻
値
其
心
耳
。︺」
と
述
べ
る
箇
所
が
あ
る
。「
張
左
」
と
は
、
後
漢
の
張
衡

と
西
晋
の
左
思
の
こ
と
を
謂
い
、
さ
ら
に
彼
ら
を
代
表
す
る
辞
賦
作
品
で
あ
る
「
二
京
賦
」
及
び
「
三
都
賦
」
を
指
し
て
い
よ
う
。
謝

霊
運
の
意
図
は
、
張
衡
や
左
思
の
華
麗
な
辞
賦
を
意
識
し
比
較
し
な
が
ら
「
山
居
賦
」
を
読
ん
で
も
ら
う
こ
と
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
一
方
で
、
彼
に
は
「
飾
を
去
り
素
を
取
る
」
こ
と
、
す
な
わ
ち
流
麗
な
文
章
と
は
ま
た
別
に
、
そ
の
中
に
散
り
ば
め
ら
れ
た
、
あ

り
の
ま
ま
の
会
稽
の
景
物
を
読
者
に
想
像
し
て
も
ら
う
と
い
う
目
的
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
辞
賦
に
お
い
て
は
、
左
思
「
三
都
賦

序
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
正
文
の
流
麗
さ
に
対
し
、
写
実
性
の
有
無
が
問
題
と
な
っ
た
。
謝
霊
運
に
と
っ
て
は
、
作
品
に
華
麗
さ
と

高
い
写
実
性
を
兼
ね
備
え
て
こ
そ
、
先
人
を
超
え
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
実
現
に
は
、
彫
琢
を
凝
ら
し
た

文
章
だ
け
で
は
足
り
ず
、
ま
た
注
釈
を
加
え
る
と
し
て
も
、
単
な
る
辞
書
的
な
説
明
に
終
わ
っ
て
は
到
底
伝
え
き
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
考
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
か
く
し
て
謝
霊
運
は
、
賦
の
正
文
に
加
え
、
注
釈
に
つ
い
て
も
自
ら
筆
を
執
っ
た
の
で
あ
る
。

「
二
京
賦
」
や
「
三
都
賦
」
な
ど
、
絢
爛
な
京
都
の
賦
の
後
に
成
立
し
た
「
山
居
賦
」
は
、
よ
り
写
実
性
を
高
め
た
、
会
稽
の
自
然
や
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人
々
の
暮
ら
し
な
ど
を
リ
ア
ル
に
伝
え
よ
う
と
し
た
。
そ
の
た
め
に
謝
霊
運
は
自
ら
の
手
で
注
を
付
し
、
美
し
い
正
文
の
世
界
と
、
写

実
を
重
ん
じ
る
自
注
の
世
界
と
を
併
存
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注

（
1
）  

本
稿
掲
載
の
「
山
居
賦
」
本
文
に
つ
い
て
は
、『
宋
書
』
所
載
の
も
の
に
拠
り
、
訓
読
や
訳
に
つ
い
て
森
野
繁
夫
訳
『
謝
康
楽
文
集
』（
白

帝
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
参
考
と
し
た
。
ま
た
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
顧
紹
柏
校
注
『
謝
霊
運
集
校
注
』（
中
州
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
七
年
）
附
録
六
「
輯
録
所
拠
底
本
及
参
考
本
一
覧
表
」
を
参
考
に
次
の
諸
本
を
参
照
し
た
。

 
 

（
梁
）
沈
約
撰
『
宋
書
』
巻
六
七　

謝
霊
運
伝

 
 

（
初
唐
）
欧
陽
詢
撰
『
藝
文
類
聚
』
巻
六
四  

居
処
部  

斎

 
 

（
初
唐
）
徐
堅
撰
『
初
学
記
』
巻
二
八  

果
木
部  

竹

 
 

（
北
宋
）
李
昉
等
撰
『
太
平
御
覧
』
巻
三
四
九  

兵
部  

箭
、
巻
九
七
一  

果
部  

林
檎
・
椑
、
巻
九
八
四  

薬
部  

薬

 
 

（
明
）
劉
節
（
一
四
七
六
～
一
五
五
五
）
輯
『
広
文
選
』
巻
六
（
東
京
大
学
蔵
、
明
嘉
靖
年
間
本
）
※
正
文
の
み

 
 

（
明
）
焦
竑
（
一
五
四
〇
～
一
六
二
〇
）
撰
『
謝
康
楽
集
』
巻
一
（
復
旦
大
学
図
書
館
蔵
明
万
暦
十
一
年
沈
啓
原
刻
本
）

 
 

（
明
）
梅
鼎
祚
（
一
五
四
九
～
一
六
一
五
）
輯
『
宋
文
紀
』
巻
一
〇
（『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
所
収
）
※
序
文
の
み

 
 

（
明
）
張
溥
（
一
六
〇
二
～
一
六
四
一
）
撰
『
漢
魏
六
朝
百
三
名
家
集
』「
謝
康
楽
集
」
巻
一

（
2
）  

史
書
に
収
録
さ
れ
た
賦
の
自
注
に
つ
い
て
は
、
清
の
銭
大
昕
『
二
十
二
史
考
異
』
巻
二
十
四　

謝
霊
運
伝
の
条
に
お
い
て
、「
作
「
山
居

賦
」
幷
自
注
以
言
其
事
」
と
い
う
記
述
に
対
し
、「
按
ず
る
に
、
宋
世
の
文
士
、
謝
顔
を
以
て
首
と
為
す
。
故
に
各
の
専
伝
を
立
つ
る
も
、

霊
運
伝
に
は
其
の
両
賦
を
載
せ
、「
山
居
」
一
篇
、
自
注
を
并
べ
亦
た
詳
ら
か
に
之
を
載
す
。
休
文
（
沈
約
）
の
謝
に
傾
倒
す
る
こ
と
至
れ

り
。
此
の
例
は
前
史
に
未
だ
有
ら
ず
、
之
を
継
ぐ
者
は
張
淵
の
「
天
象
」・
顏
之
推
の
「
観
我
生
」
な
り
。
十
七
史
中
、
唯
だ
此
の
三
賦  

注
有
る
の
み
。︹
按
、
宋
世
文
士
、
以
謝
顏
爲
首
。
故
各
立
專
傳
、
而
靈
運
傳
載
其
兩
賦
、「
山
居
」
一
篇
、
幷
自
注
亦
詳
載
之
。
休
文
之

傾
倒
於
謝
至
矣
。
此
例
前
史
未
有
、
繼
之
者
張
淵
之
「
天
象
」・
顏
之
推
之
「
觀
我
生
」。
十
七
史
中
、
唯
此
三
賦
有
注
耳
。︺」
と
、「
山
居



謝
霊
運
「
山
居
賦
」
と
そ
の
自
注
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賦
」
も
含
め
例
が
三
つ
し
か
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
3
）  

赤
井
益
久
「
自
注
の
文
学
― 『
元
氏
長
慶
集
』
を
中
心
と
し
て
―
」（『
中
国
古
典
研
究
』
第
四
七
号
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
4
）  
謝
玄
な
ど
、
謝
一
族
の
者
が
謝
霊
運
の
文
学
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
正
光
『
南
朝
の
門
閥
貴
族
と
文
学
』（
汲
古
書
院
、
一

九
九
七
年
）
に
詳
し
い
。

（
5
）  

『
謝
霊
運　

孤
独
の
山
水
詩
人
』
前
編
「
謝
霊
運
の
生
涯
」
三
「
孤
独
の
山
水
詩
人
」（
汲
古
書
院
、
一
九
八
三
年
）。

（
6
）  

『
北
斉
書
』
巻
四
十
五  

文
苑
伝  

顔
之
推
の
条
。

（
7
）  

『
宋
書
』
巻
九
十
三  

隠
逸
伝
参
照
。

（
8
）  

『
晋
書
』
巻
六
十
七  
郗
鑒
伝
に
お
い
て
、
孫
と
し
て
伝
を
付
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）  

『
宋
書
』
巻
六
十
六  
王
裕
之
伝
。

（
10
）  

『
宋
書
』
巻
九
十
三  

隠
逸
伝  
孔
淳
之
の
条
に
、「
服
闋や

み
、（
孔
淳
之
）
徵
士
戴
顒
・
王
弘
之
及
び
王
敬
弘
等
と
共
に
人
外
の
游
を
為
す

︹
服
闋
、
與
徵
士
戴
顒
・
王
弘
之
及
王
敬
弘
等
共
爲
人
外
之
游
︺。」
と
あ
る
。

（
11
）  

共
に
『
高
僧
伝
』
巻
七
。
曇
済
は
曇
斌
の
、
曇
隆
は
僧
鏡
の
伝
に
付
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）  

斎
藤
希
史
「
謝
霊
運
の
山
居
― ︿
居
﹀
の
文
学
（
二
）」（『
中
国
文
学
報
』
第
六
二
冊
、
二
〇
〇
〇
年
）。




